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2023年 10月 6日  
報道関係者各位             計 3枚 
 

本学キャンパスが「ICU三鷹キャンパスの森」として、 
環境省が主導する「自然共生サイト」の認定を取得しました。 

 
学校法人国際基督教大学（ICU／理事長:竹内 弘高、学長:岩切 正一郎、高校長:中嶌 裕一）の保有

するキャンパスが、環境省が主導する「自然共生サイト」の認定を取得しました。 
 
認定年度： 令和 5年度 自然共生サイト（前期） 
申請者： 学校法人国際基督教大学 理事長 竹内 弘高 
サイト名称： ICU三鷹キャンパスの森 
所在地・面積： 東京都三鷹市、小金井市 

57.42ha（キャンパス全体の敷地から構築物敷地
を除いた面積） 

環境省「自然共生サイト」
https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/kyousei/ 

 
ICU三鷹キャンパスの森は、東京都西部の北多摩地域に位置し、約 62万㎡、東京ドーム約 13個分

にもおよぶ広大な敷地の中に、武蔵野の面影を残す雑木林、国分寺崖線の一部などを有し、また、都立
野川公園、都立武蔵野公園が隣接しており、市街地化の進んだ三鷹市周辺のなかでは、とりわけ豊かな
自然を有する地域です。森の中には、絶滅危惧種を含む動植物が数多く生息・生育しているだけでな
く、雑木林から発生する落ち葉を近隣農家が活用しているなど、地域の貴重な自然環境資源となってい
ます。 
 

2006年には「ICU環境宣言」を策定し、キャンパス内の生態系維持に努めてきました。 
このたび、「自然共生サイト」の認定取得することにより、これまで以上に十全な管理に取り組むこと
で地域の生物多様性保全に貢献し、この豊かな自然を、大学および高等学校の教育研究の場として、次
の世代に受け継げるよう努めます。 
「ICU環境宣言」 https://www.icu.ac.jp/about/vision/#block1 

※申請サイトは白い枠内        

https://policies.env.go.jp/nature/biodiversity/30by30alliance/kyousei/
https://www.icu.ac.jp/about/vision/#block1
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年間約 30回にもおよぶ下草刈り・落ち葉搔き、竹林の拡大・侵
入抑制を目的に行う竹林管理作業（タケノコ堀り等）など、積極
的に手を加えるエリアと最低限の手を加えるエリアを設定し、植
生管理にメリハリをつけることにより多様な自然環境を保全して
います。また、近隣農家と協同で行う落葉収集は、春先の野菜苗
育苗時の熱源利用、落ち葉堆肥化に利用されています。 
こうした維持管理作業の結果、雑木林の林床には、ニリンソウ

やラン類など貴重な春植物をはじめとして、様々な動植物が生息
するなど、生物多様性を確保するための場が確保されています。 
 
 
 

コナラ・クヌギ群落をはじめとする多様な植物群落があり、キ
ツネノカミソリなど希少種が数多く確認されています（絶滅危惧
種等１９種）。また、アナグマ、タヌキなど在来の哺乳類が生
息・繁殖しており、希少な哺乳類（同 1種）、鳥類（同１２種）、
昆虫類（同 5種）、爬虫類・両生類（同 6種）なども数多く観察
されています。なお、キャンパス内での施設建設時には、事前に
自然環境調査を行い、希少種が確認された場合は移植等による保
全を行ってきています。 

 
 
 

ICU三鷹キャンパスの森では、最低限の手を加えるエリアで
は、低木が繁茂し、猛禽類や中型哺乳類の生息に適した環境とな
っており、猛禽類やアナグマ・タヌキの繁殖が確認されています 
 

 
  

特徴２：希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場 

キツネノカミソリ（東京都レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類） ▲ 

特徴１：里地里山といった二次的な自然環境に特徴的な生態系が存する場 

特徴 3：越冬、休息、繁殖、採餌、移動（渡り）など、地域の動物の生活史にとって重要な場 

授乳体制のアナグマ雌成獣と幼獣   
（東京都レッドリスト準絶滅危惧） ▶ 

近隣農家による落ち葉搔き ▲ 
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ICU三鷹キャンパスの森は、国分寺崖線に存し、崖線上部が緑地、崖線下部が湧水による湿地または
水辺となっており、この特徴により緑と水が豊かな環境であることが確認されています。 
このため、小金井市は、森の一部が国分寺崖線に存する環境緑地であることから、市が保全を図る緑

地に指定しており、また、三鷹市もこの森を緑の大空間と位置づけ、緑と水の都市構造を形成する骨格
としています。 
 さらに、東京都は、ICU三鷹キャンパスの森を含む国分寺崖線を景観基本軸に位置づけ、広域的に連
続する緑や崖線が生み出す湧水などの自然環境の保全を図る地域と定めています。 

 
 
 

大学の授業科目である「環境アセスメント実習」や「生物学野
外実習」、高校での授業の実習地、大学生の卒論研究と外部機関
（東京農工大学、森林研究整備機構等）による研究の場として広
く活用されています。 
また、学生による課外活動（ICU ハニープロジェクト、畑同好

会）や周辺小学校の自然教育の場にも利用されています。さら
に、内外の環境学や生物学の専門家等を委員とする自然環境保全
管理委員会を学内に設置し、モニタリング計画の検討や結果の解
釈、管理計画立案への反映など、全学的な組織体制を整備してき
ています。 
 
 
 
 
参考：これまでに公表したキャンパスの森を活用した事例 
 
「キャンパス内で学生が養蜂」 
https://www.icu.ac.jp/about/press/docs/ICUPressRelease211202_ICUHoneyProject.pdf 
 
「ICU地域連携イベント 三鷹市立第二小学校が ICUを訪問」
https://www.icu.ac.jp/news/2211041200.html 
 
「自然環境を維持・管理としてのタケノコ掘り」 
https://icu-h.ed.jp/school_now/2023/20230414_0953.html 
 

以上 
=========================================================== 
問い合せ先：国際基督教大学 (ICU) パブリックリレーションズ・オフィス  
（担当：吉良、小瀧 Tel：0422-33-3040  Fax：0422-33-3355  E-mail：pro@icu.ac.jp） 

特徴 5：大学および高等学校の教育研究に活用される場 

特徴 4：既存の保護地域又は自然共生サイト認定区域に隣接する若しくはそれらを接続するなど、 
緩衝機能や連続性・連結性を高める機能を有する場 

 

環境アセスメント実習の授業風景 ▲ 

https://www.icu.ac.jp/about/press/docs/ICUPressRelease211202_ICUHoneyProject.pdf
https://www.icu.ac.jp/news/2211041200.html
https://icu-h.ed.jp/school_now/2023/20230414_0953.html

